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真井耕象先生 の御逝法 を悼む

　本学会名誉会員　北海道大学名誉教授　真井耕 象先

生 は ，平成 12年 2 月16 日心 不 全のた め御逝去さ れ ま

した。享年98歳で した。

　先生は 明治34年 3 月 3 日，福岡 県で お 生 ま れ に な

り，福 岡修猷館 ， 旧制第八 高等学校 を経て ，大正 14

年 3 月九州帝国大学工 学部土 木工 学 科 を御卒業後，

直ち に 北海道大学工 学部に講師 と して赴任，助教授，

教授 を経て ，昭和 39年 4 月北 海道大学を定年退官さ

れた。

　 こ の 間先生 は ， 鉄道工 学第
一

講座を担任され，鉄道工 学 ， 土質力学 ， 道路工 学，都市計画

学等を講 じ られ た 。 当時は，た とえば土圧論は構造力学で ， 基礎工 は施工 法で講義されて い

たが，黎明期 にあ っ た地盤工 学 に関す る関心 の 高ま りの 中で ， 昭和 16年に，後に土 質力学

と改名された土性 力学 を開講 され た 。 我が国で は最 も早 く地 盤工学 を体系的 に講義されたお
一

人で あ っ た 。

　研究面で は，寒冷地 に お い て多 くの 問題を引き起 こ して きた泥炭の 工 学的性質，地盤の凍

上現象等の 研究を先駆的に開始 された 。 その 流れ は，現在北海道内外で 活躍す る後継者に よ

っ て引き継 がれ，多 くの 成果が蓄積され て い る 。

　泥炭 に関 して は ， 広範な調査の実施 とともに，原位置お よび室内試験法 ， 泥炭地盤上 に お

け る盛土 施工法の研究を された。

　凍上 に関 しては，戦前か ら当時の鉄道省 と共同 して研究を進め て お られ，そ の 成果は軌道

の 建設 ・維持ばか りで はな く，戦後急速 に進展 した道路建設 に大 きな貢献をな した。

　先生の 凍上現象に つ い て の 論文は，「土 と基礎」 の創刊号 を飾 っ て い る 。

　北海道の 各地 で 頻発 し た地す べ りの 調査 ・
研究 に も力を注がれ ， 先生の 知見 と経験は，戦

争中の乱掘に よ っ て荒廃 した炭鉱地帯の ず り山 の 災害対策に も生 か された 。 先生は ， お育ち

に な っ た北九州の炭鉱地帯を思 い 出して お られた と拝察す る 。

　北海道大学退官後，引 き続 き昭和46年 3 月ま で ，苫小牧工 業高等専門学校の 初代校長を

勤め られ た 。

　学会 ， 社会 へ の御貢献 も高 く，日本学術会議会員 として 我が国 の 科学技術の 進展に 尽 く さ

れた ほ か ，土質工 学会，土 木学会，日本雪氷学会 ， 日本建設機械化協会，北海道土 木技術会
ほ か の支部長 ，会長 ，評議員等 を勤め られた 。 なかで も，昭和31年 1 月 に，国 内で 2 番 目

の支部 として発足 した土質工学会北海道支部の 設立 は，先生の御尽 力 と先見性 に よる とこ ろ

が大 きい
。

　北海道 に おける産業 と技術の振興の ため の 審議会委員等で の活動は，極めて 幅広 い 分野に

わた っ て お られ る。

　こ れ らの御功績に よ り，昭和46年 勲 二 等瑞宝 章 を授与された ほか，地盤工学 会功労章 ，

紺綬褒章 ， 日本雪氷学会功績賞等を受賞されて い る。

　懇切な教育 と優れた研究をす すめ られ，円満 な御人格で 46年の 長い 間に わた っ て多 くの

人材を育成 ・薫陶 され た 先生の 御冥福を，心 か らお祈 り申 し上げ ます。

　　　　　　　　　　　　　　　 （土岐祥介　北海道工業大学教授　北海道大学 名誉教授）
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